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第１期 （2019～２０２１年度） 取り組みが完了

表彰！  ５つの「まちもり」 アクション賞

　2019 年度より本格始動した「まちもり」アクショ

ンの第１期が今年度末で完了します。３年間の取り組み

の成果として、① 41 全事業所に「まちもり」ポット　  

の設置完了、② 「まちもり」ポイント（MMP）  目標値

達成、③ 各事業所での特色ある展開などが挙げられます

（詳しくは「まちもり」アクション NEWS#10 参照）。

　毎年、季節ごとに開花や紅葉など植物の変

化や訪れた昆虫をコンスタントに観察し、投

稿されています。また、自然に発芽した在来

種スミレも、あわせて観察・投稿するなど自

主性が見られました。さらに、従業員が集ま

る食堂のすぐ脇に「まちもり」ポットを設置

して窓から見えるようにするといった取り組

みが、生物多様性保全にとって重要な「持続」

的な活動として評価さ

れました。

　何かと制約が多い事業所の中での取

り組みですが、豊富なアイデアとフッ

トワークの軽さにより、各ステージで

様々な取り組みを実践されています。

まさに「創意工夫」することで、幅広

く生物多様性保全に貢献していること

が評価されました。

　守衛所に共用のデジタルカメラを設

置し、皆さんで観察記録をとりやすい

ように工夫されています。さらに、観

察した生物について、生きものに詳し

い従業員の方に名前を教えてもらうよ

うにしているなど、担当者以外の人も

積極的に巻き込んだ「協働」の姿勢が

評価されました。

独自の地域貢献活動「森と水のプロ

ジェクト」とコラボして社内に PR。

秋祭りや“湯屋のヘーベルビオトープ”

で「まちもり」ポットを積極的に活用。

「まちもり」アクションと“もりビオ”でのフォ

トコンテストのイベントをコラボレーション！

旭化成株式会社
代表取締役
副社長執行役員

髙山  茂樹 さん

　第１期取り組みにおいて、効果的なアクションを行っ

た事業所を“「まちもり」アクション賞”として社内表

彰しました。各賞の選定は、生物多様性保全にとって重

要な要素である「持続」「発展」「協働」「地域」「創意工夫」

の５つの観点で、取り組みを支援いただいている専門家

に依頼しました。コロナ禍ではありますが、各事業所で

特色のあるアクションを展開されており、高い評価をえ

られています。

「まちもり」 アクション NEWS # 11

Winter, 2022.

もっと知りたい方は、 社内イントラネット 「まちもり」 アクション をご覧ください ↓

https://akgr01.sharepoint.com/matimoriact/SitePages/home.aspx

：「まちもり」ポットとは、旭化成ホームズ（株）が開発した新しい外構アイテムです。

　2018 年度より旭化成グループの各事業所に設置し、生きものたちの訪れを観察しています。
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表彰状の素材には「森林ととも

に豊かに暮らしていける未来を

めざすプロジェクト kikito（キ

キト）」による間伐材を使用。「ま

ちもり」アクションでは様々な

視点から生物多様性保全、そし

て SDGｓの達成に向けた取り組

みを行っています。

：「まちもり」ポイントは、「まちもり」ポットの設置や観察、情報の公開、活用など各事業　

所の取り組みに応じて付与されます。年度ごとに目標値を設定し、進捗を可視化しています。

＊2

で の 活 動 と 関 連 さ せ て

「まちもり」ポットを活用

したイベントをされていま

す。また、社員研修では「ま

ちもり」ポットを活用して SDGｓ

の取り組みを説明し、工場増設に伴う

緑化では独自に「まちもり」ポット５セッ

トを設置するなど、

「発展」的な取り組

みが評価されました。
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　2021 年 度 特 別 企 画

「まちもり」植物ウォッ

チングでは、「まちもり」

ポットでの観察にとどま

らず、事業所全体や周辺地

域の植物の生育状況について

も投稿されています。「まちもり」

ポットを中心に事業所、そして「地域」

の緑にも目を向けられていることが評

価されました。

シュンランの開花シュンランの開花シュンランの開花

国産間伐材
の表彰状
国産間伐材
の表彰状
国産間伐材
の表彰状

秋祭りで地域の方に取り組みを PR秋祭りで地域の方に取り組みを PR秋祭りで地域の方に取り組みを PR
食堂の窓から見える

リョウブの紅葉
食堂の窓から見える

リョウブの紅葉
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リョウブの紅葉

ショウリョウバッタモドキショウリョウバッタモドキショウリョウバッタモドキ

ノイバラを覆うクズノイバラを覆うクズノイバラを覆うクズ
地域の景観を
形成するススキ
地域の景観を
形成するススキ
地域の景観を
形成するススキ

シロスジツトガシロスジツトガシロスジツトガ

新入社員研修で
取り組みを紹介
新入社員研修で
取り組みを紹介
新入社員研修で
取り組みを紹介

　地域の希少生物を保全

するビオトープ“もりビオ”

受賞された皆様、おめでとうございま

す。各地区で工夫を凝らした取り組み

を実施頂きました。旭化成グループは

気候変動と共に、生物多様性保全につ

いても大切に考えています。次期中期

計画においても、ESG の観点で SDGs

の達成に向けた取り組みを推進してい

きます。皆さんの継続的な

参画をお願いします。
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人と自然にやさしい緑地へ
- 生物多様性、 そして SDGｓへ -

　第１期取り組みにおいて、生物多様性保全

に関する効果的なアクションを行った５つの

事業所を社内表彰しました。

　受賞された事業所では、生物多様性保全に

とって重要な要素である「持続」「発展」「協

働」「地 域」「創 意 工 夫」の ５ つ の 観 点 で、

それぞれの特徴を活かした独自の取り組みを

行っています。環境や動植物への配慮を通し

て、従業員の皆さんや地域とつながり、人と

自然にやさしい緑地づくりにつながっている

ことが最も大きな成果といえます。

　今後、事業所全体で取り組みを継続・発展

していくことで、生物多様性の保全、ひいて

は SDGｓへの貢献にもつながるでしょう。

「まちもり」 を活用した
緑化ガイドラインを作成中！

「まちもり」 を活用した
緑化ガイドラインを作成中！

　第１期の取り組みでは「まちもり」ポッ

トを全国の事業所に導入して観察・投稿を

していただきました。第２期では、地域ご

とにおすすめの植栽植物のリストや、地域

産種苗を用いることの重要性とその方法を

まとめた「まちもり」を活用した緑化ガイ

ドライン（仮称）を作成しています。

　今後、事業所での緑化

工事の際には、グループ

共通のガイドラインを参

考に緑地づくりを行うこ

とで、質の高い緑地づく

りを目指します。

「まちもり」 アクション NEWS # 12

Spring, 2022.

もっと知りたい方は、 社内イントラネット 「まちもり」 アクション をご覧ください ↓

https://akgr01.sharepoint.com/matimoriact/SitePages/home.aspx

＊「まちもり」ポットとは、旭化成ホームズ（株）が開発した新しい外構アイテムです。

　2018 年度より旭化成グループの各事業所に設置し、生きものたちの訪れを観察しています。

　小野工場では、2019 年６月に「ま

ちもり」ポット  を設置しました。当

初に枯れてしまった品種もあった為、

無事生育するか心配が尽きませんでし

たが、現在は順調に成長し、蝶が訪れ

たり、他の植物が自生するまでになり

ました。その変化を観察し続けた結果、

このような賞をいただく事ができたと

考えています。

　今後も「まちもり」アクションを「持

続」させ、人と自然に寄り添う職場環

境作りに努めていきたいと思います。

（環境安全・品質保証グループ 中冨 篤

さん）

　大分工場は、防衛火薬製造工場の為、

工室間の保安間隔及び地域との保安距

離を有する工場です。よって、広大な

敷地に自然豊かな動植物がたくさん育

成しているので「まちもり」植物ウォッ

チング企画では、大分工場の豊富な自

然を社内に紹介したいという想いから、

たくさんの写真を撮影・投稿しました。

　植物の拡大写真を撮影するにあたり、

焦点が合わなかったり、在来・外来種

の確認に苦労しましたが、受賞出来て

報われました。又、地域の植物を撮影

して、投稿して頂いた従業員の方々に

感謝します。（環境安全課 まちもり事

務局 矢野郁雄さん）

　コロナ過で落ち込ん

だ雰囲気を明るくする

ビッグニュースとして

大変喜んでおります。

　水島は２地区（B 地

区・C 地区）に分かれ

ており、「まちもり」ポッ

　様々な活動に制約がある中ですが、

この受賞を励みに更に創意工夫を凝ら

して、より一層「まちもり」アクショ

ンを盛り上げていきたいと考えており

ますので、引き続きご指導をよろしく

お願いいたします。（RC 管理部環境安

全課 松宮秀典さん）

トが２か所あります。離れた場所でも

観察・撮影をして、木々の育成が保た

れているのは「協働」という文字の通り、

水島地区みなさんのご協力があってこ

その受賞だと思っております。

　これからも、協働しながら「まちもり」

ポットの木々と一緒に成長していきた

いです。（環境安全部 環境グループ 植

村めぐ美さん）

　守山製造所では、水をテーマにした

生物多様性保全活動として、ハリヨ（絶

滅危惧種）、トンボ（滋賀県らしい昆虫）

の保全に取り組んでいます。2020 年

に設置したもりビオ（ビオトープ）では、

「まちもり」ポットがトンボの生息に欠

かせない役割を果たしています。

　この度、地域と連携して増設した「ま

ちもり」ポットなどの取り組みが評価

され発展賞を受賞することができまし

た。今後も地域との共生を目指し従業

員とともにまちもりアクションを推進

したいと思います。（環境安全部 環境

保全グループ 渡邉共則さん）
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表彰状には、森林保全のための間伐作業で発生したブナ材を使用しました。
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